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入国制限緩和→新規来日急増

コロナ禍

学びの分断 学びの中断 学びの断念

プレクラス
（初期日本語適応教室）

夜間中学 民族学校
インターナショナル

スクール

小中学校

• 支援体制不備

県立高校

• 入学できない

• 支援なし

私立高校

• 学費が高い

• 支援不十分

地域支援教室

• 少ない（コロナで閉

室）

• 入れない（要日本語

力）

選択肢がなく学びが途切れてしまう富山県の現状

学びたいけど、
学べない

当事者が本当
に求めている
ものは？

最善で可能な
学びの選択肢と

は？

（夜間中学ニーズについて）

「要望も問い合
わせもない」

（R1/2県議会定例会での知事・
教育長答弁）



【量的調査】

• 富山県の協力が得られ、「県政世論調査」への掲載

→アンケート調査票は、

簡易版（県政世論調査）

詳細版（本調査アンケート）の２種類実施

【質的調査】

• インタビュー調査実施

→計10名（13個のデータを収集）

• 当該大学教員の指導のもとで分析

• 2023年12月28日に富山県（県知事）に提言書を提出

• 現在報告書を作成中

ニーズ調査

質的調査

インタビュー

量的調査

詳細アンケート 県政世論調査



経済的支援

• 奨学金

• 第一志望校

国際的な学び

• 国際的な学校

• 多言語教育

多様性に欠けている



量
的
調
査

質
的
調
査

時間やお金がない

最後まで続ける自信がない

学びたい・学び直し
たいけど…

一人ひとりのニーズについての声が
非常に重要

経済面



•日本語

・奨学金

→しかし、個人要因・環境要因それぞれ、外国ルーツの場合
は独特のニーズがはっきりある

情報

•インターネット

•進学説明会・多言語

•コミュニティ

•得るチャンス(限りがある)

周りの
協力 •家族・親族、先生×

言語

環境/
場所

•同じ属性10代0%

•日本語以外の言語

•海外の学校

•学校のバリエーション
（画一的）

情報の十分さ
校則や規則
多様な人

義務教育の内容
自信

生活を豊かにする
仕事に直結する内容(働き世代)

ヤングケアラー
日本の学校生活の良し悪し
→学校行事/給食/課外活動

経済的困窮
情報不足

個に応じた選択肢がない

情報

言語•日本語以外

環境/
場所•一人を好む

・コミュニティ×

基本的に共通

お金

異文化
理解 •人材育成

外
国
ル
｜
ツ

非
外
国
ル
｜
ツ



・日本語や漢字を学びたい（特に20～40代）
・短期大学を求めない（非外国ルーツの女子のみ希望）
・仕事に関する勉強へのニーズ（20代以降）

何を学びたいか（外国ルーツ）

10代で多かった理由「周囲(家族や親族など)に協力してもらえるか分からないから」
→若い外国ルーツの子は家族やコミュニティのサポートがない？
→ヤングケアラー？

教師の無理解についての語り
→教師によるサポートがない

学びたいけど学べないと答えた人の理由（外国ルーツ）

来日して間もない人が日本語が学べる場・進学できる場をまずは作る
→新しい学びの場の提案（インターナショナルスクール・夜間中学など）

・いじめと差別（異文化への無理解・孤独感・アイデンティティの不安感）で希望や自信をなくす
・情報不足

不足
金銭的サポート
情報サポート
心理的サポート

→親や教師など支援する側の学びやサポートが必要



提言1 多様な学びの選択肢を整備して連続性を持たせ、寛容で柔軟な
「富山型“多文化”インクルーシブ教育システム」を構築する。

多様なニーズに対応できる新しい学びの場をつくる。

今ある学校を変えるー「誰ひとり取り残さない」寛容で自由な学校・多様な個性を活かして他者と
共に課題解決する学校へー

多様な個性を持つ教員を増やし、教員の多様な子どもへの理解・資質を向上する制度を整備する。

生徒の個性を多様な観点から評価して学校に入りやすくする。

経済格差が学びの格差にならないようにする。

富山県の組織や企業が多様な個性を尊重し積極的に活かせる環境を整備する。

情報の格差をなくす。

多様な県民が学び続けるため互いに支え合う地域のコミュニティづくりを進める。

外国ルーツの当事者の声を教育に反映し、フィードバックする循環型の仕組みをつくる。

提言2

提言3

提言4

提言5

提言6

提言7

提言8

提言9

提言10

提言一覧



場づくりと場へのアクセスを可能にする組織
（ビジョン［提言1］、人材育成［提言4］、当事者の視点が入った体制［提言10］）

場をつくる
（新しい場［提言2］、

場を変える［提言3］）

場にアクセスできるようにする
（評価［提言5］、経済［提言6］、情報

［提言8］［提言9］

外国ルーツ青少年に対するサポートのためには・・・

子どもや若者の未来
への期待や自己肯定
感を挫かないような

心のサポート

個に応じた指導や、柔
軟で自由な教育、個性
や違いを尊重し合う学
校やクラスづくり



提言のうち外国ルーツ青少年へのサポートに関するもの
子どもや若者の未来への期待や自己肯定感を
挫かないような心のサポートが必要！

教育現場では子供同士のコミュニケーション
により日本語を覚える。

大きな学びとや成長を促す。

現場に受け入れ易い体制を整えるために
研修などによって教員の育成が必要。

教員育成にも知識が必要。

現状日本語指導が必要な生徒の受け入れ先は私立高校に
偏っている為、進学には経済力が必要。経済的理由によ
り学びたいのに学ぶことを断念するケースも多い。

日本の小中高以外の教育機関であっても18歳以下であれば学び続けられるような
サービスや高等教育へのアクセスを促進するような（在留資格の種類に依らない）

経済的サポートが必要。

富山県として外国にルーツを持つ子どもの可能性を積極的に

評価し、その学びを促進するための取り組みとして、外国にルーツ
を持つ生徒を対象とした奨学金の創設が求められると思います。



初期段階支援

来日した子どもとその保護者の居場所や
頼れる場を設けることが重要

一人ひとりのニーズに合った場の提供

場のあり方：
マンツーマン→？
同じ属性同士→？

日本語を使いや
すい環境なら、
もっと日本語を
覚えれるのに…

日本語以外の言語を母語
とする人が母語を維持し
母語を活かして教科等学
べるような学校・教室

来日して間もない人のための臨
時的な学校・教室（プレクラ
ス）や日本語以外の言語を母語
とする人が母語を維持し母語を
活かして教科等学べるような学

校・教室

日本語教室の設
置（学校内外）

なんでも相談所

言語の壁を
取り除くた
めの教材・
機器の活用

人員の配置
（相談でき
る人、日本
語指ができ
る人など）

多言語での
情報提供

頼れる存在
が欲しい



ニーズ調査

•質的調査・量的調査に

よって、学びの継続を阻

む要因と求められる学び

の選択肢について明らか

にする

ニーズ対応

•調査によって浮かび上

がってきたニーズに対応

しつつ、対応策（サポー

ト方法／場づくり）の検

討・検証を行う

提言
•調査結果やニーズ対応の検

証を踏まえ、富山県におけ

る学びの選択肢の提言を県

や市に対して行い、実際の

選択肢の創造に繋げる

インクルージョン教育
の方向性で学びの選択
肢を考えるため、ニー
ズ調査は日本人やあら
ゆる年代を対象とする

調査で掘り起こし
たニーズに直接対
応して選択肢を提
供しつつ、公的な
選択肢のあり方を

検討する
調査・対応・提言
の一連のプロセス
をCLD青少年が中
心になって進める

地域の課題を「自
分ごと」として捉
え、分析し、解決
するスキルを身に

つける

事業設計：学びの選択肢創造のプロセス



調査員として

• 外国ルーツの人の置かれた状況に対する理解

• 日本人に対する理解

• 地域に対する理解

• 自分に対する理解

• “チーム” の存在と力



シンポジウム参加者へメッセージ

一人ひとりの小さな想いや行動が大切



ご静聴ありがとうございました。

今後とも、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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